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柏尾さわやかウォーク2015 お知らせ

～旧川上村めぐり( 100年 の時を超えて) ～

2015年 3月 吉 日

柏尾さわやかウオーク実行委員会

柏尾地 区の皆様
ヘ

今年 も桜 の季節 が訪れ よ うとしてお ります。 この案 内が届 く頃 には美 しく咲 き誇 つてい

るか と思 います。 さて 、昨年 は 旧東海道 の宿 で あ る
「

柏尾 につ なが る保 土 ヶ谷宿」 の散策

を行 い ま した。本年 は、
「

柏尾 百年史第二期版」発刊 に当た り掲載 され た史跡 の今 &昔 を

訪 ね る「旧川上村 め ぐり( 100年 の時 を超 えて) 」 を企画 いた しま した。

昔 の写真 と現代 を見比
べ

てみ ませ んか ?

さ らに途 中に 100年 前で は到底 手 に入 らない、アイ ス ク リー ムを食す る事 も計画 に入

れ てお ります。 多 くの皆様 の ご参加 をお待 ち してお ります。

敬 具

1. 日  時 2015年5月 10日 ( 日 ) 9時 柏尾小学校 校庭

( 荒天中止の場合、当日7時までに決定 します。

( 9時30分 出発 予定 )

青体指
へ

お問合せ 下 さい
)

2. 集合場所 柏尾小学校校庭 集合

3日 主  催 柏尾 地 区連合 町 内会 、柏尾地 区社会福祉 協議 会

4口 主  管
柏尾地 区スポー ツ推進委員連絡協議 会 、柏尾地 区青少年指導員連絡協議 会

柏尾地 区子 ども会連 絡協議 会

5ロ コ ー ス 柏尾小学校( 写 真撮影) → 旧川上小学校
→

( 音の風景との見比
べ) 不 動坂

→
五太夫橋

→
l 日

' ‖

上小学校南分校
→

ウ
エルシア( WC[ 1] ) → 市民の森

→
上柏尾町

→
1日

j ‖

上小学校北分校
→

平戸みはらし公園( 夜景の名所) →

東戸塚ダイエー( 昼食 WC[ 21) → 品濃中央公園
→

清水谷戸トンネル上
→

アイスクリームエ房メーリア( WC[ 3] ) → 現川上小学校
→

東戸塚M解散 [ 4]

注 1. チ ェックポイン トは上記 [ 1] ～ [ 4] の 4ヶ 所の予定です。

2. WCマ ークは トイ レです。

6. 参 加資格 柏尾 地 区連合 町内会加盟 の町 内会
。

自治会の住 民、および舞 岡 中学の先生・生徒

7口 参 加 費 無料( 集合場所までの交通費は各自負担)

8. 持参する

もの

( 1) 昼食 ( 東戸塚 のダイエーで購 入可) ( 2) 水 筒 ( 3) 中冒子

( 4) ゴ ミ袋 ゴミは各 自でお持ち帰 り( 5) ビ
ニール シー ト

9. 募集人員 100名 程度

10. 締  切 日5月 8 ( 金 ) 、 当 日参力日も可

11. 申 し込み

及び問合せ先

Ъ : 至2往 ■ 堕 L

自治会のスポーツ推進委員 ( 1日 体指) 、 青少年指導員、地子連役員まで
各町 内会

・

当町 内会
・

自治会連絡先 : ス ポ推 : 包

Ъ



2015年相 地区帥 やかウォ■ ク

|めぐり』

いつ : 5/1∝ 日) 9時集合

合場所 :

柏尾小学校 校庭

持ち物 : 昼食、水筒、帽子、

ゴミ袋 、ビニールシート

14. 清 水谷 戸

トンネル

13. 東 戸塚

ダイエー

15. ア イスエ房

メーリア

11. 北 分校

16. 現 川上

小学校

2. と みや、

戸塚米穀

1. 旧 川上小学校 跡

8. そ とごう遺 跡

4. く りはら

菓子店

7. ウ エルシア
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轟11主催 1柏尾地区連合町内気 柏尾地区社会福祉協議会
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( こ うほう) で 、

「

非行のハロ」こ

いわれています。      ( (

ご家庭て|き 、子どもに善悪を

見極める宇J 断 力身につl l さ せ、

交な関係や持ち物などにも気を

配
ι

l 春しょう。

います。

お伺いした際には、

☆ 子供の
1卜行や家庭内暴力等で悩んで11る 。

☆ 振
ι
腿働詐欺こ思われる電話がかかってきた。

☆ 不審な人が子供に声をかl l τ 11る 。

☆ 痴燿呻スト
ー

カ
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等の機害に遭っている。

☆ 頻繁仁太ムの憲鳴
ι
l 声や子供の前き声がする。

なし、こんなここでもお気軽に、ご相談ください。
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肖費生活だより
平成 27年 3月

柏尾地区消費生活推進員

皆さん、 この横浜市には田んぽや畑がどれくらいある

か知 っていますか ?

横浜市は約 3, 300ヘ クタール、全体の面積の約 8%

の広さがあります。私たちの戸塚区は 6番 目に農地の多

い区になるそうです。また、 この横浜で収穫できる野菜

で最も多いのはキ ャベツ、次に大根、 トマ トの順にな っ

ています。果物は、梨、 l s~l ど う、柿が収穫出来ます。

地元で取れた農作物を消費するということは、農作物

の輸送の際に出る燃料費の節約やC02の 削減につなが

りますので、ぜひ積極的に横浜の旬の野菜を毎 日の献立

に取 り入れていただきたいと闇います。

これから、それぞれの季節に含わせた旬の野菜 を使 つ

た簡単 レシビを紹介 しますぃ
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地域 で消費生活に関す る自主的な活動 を行 つています。

◎ 自主的な調査や学習会、施設見学 な どで自分の知識 を深め

◎ 得た知識 を地域 に広め話 し合 い

◎ 意見 をまとめて行政
へ

提出す る。

生活の中で起 こる疑間はす
べて消費生活推進委員の活動テー

マです。

4月   年 間 活 動計 画

6月   リフオー ム 品作 成

悪徳商法か ら身を守 る勉強会

7月   リフォー ム 品作 成

9月   リフォー ム 品作 成

10月  舞岡地区センター祭 り
・

準備

11月  地 産 地 消 料 理 講 習会

1月   工 場 見 学 ( キ リン ビー ル )

2月   戸塚 もの づ

・

く り自慢 展

3月   お便 り作 り、 引 き継 ぎ

材料 ( 5人 分 ) : 小 松菜 1把 、 ビー マ ン 1個 、

木綿豆腐 1丁 、王子 1個 、かつおぶ しパ ック 1個 、

塩少々、だ し醤油大 さ じ2、 酒小 さ じ 1

作 り方 :

1・ 野菜 を切 る

2・ 小松菜 をさつと熱湯で湯が く

3・ ビーマ ンと小松菜 を炒める

4・ しんな りした ら豆腐 とかつおぶ しを入れ炒め る

5・ 塩、だ し醤油、酒 を適量入れ る

6・ 溶 き卵 を回 しなが ら入れて炒める。

一

 ご興味のある方 は是非、各町内会
へ

お声かけ下 さい。



あなたも狙われています

:  今回は柏尾小学校 コミニテイハウスにて
:

: 横 浜市消費生活総合センターよ り相談員の
:

: 方 をお招き して、消費生活総合セ ンターの
:

: 紹 介、最近の悪徳商法、クーリングオフ制
:

: 度 についてお話をうかがいま した。    :

:  その後皆さんで紙芝居を使 つた □ ―ルプ
:

: レ イングで悪徳商法についてを学びま した
:

●

. . . . . . . . . ■ ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ 口 ■ ■ 0■ 口 ■ ■ ■ ■ ■

最近 ζ ぼ、電輪 者|まもうるん、

インターネ ッ トやヌ マートフ

ィンなど/詢%若者

“

θ 歳未

わ の序
ノ
イ 荻 害 じ急増 レζ

"
るそうで免

神奈川県内の消費生活相談窓□ に寄

せられた若者 ( 30歳 未満) か らの

苦情相談件数は約8000件 あり、

そのうちデジタルコンテンツ ( イ ン

ターネ ッ トで得られる情報) に 関す

る相談が 30%以 上 を しめて いま

す。

トラブルの例・・・

① 通信販売で注文 した商品が届か

ない

② アダル トサイ トの請求画面が消

えない

③ 出会い系サイ トの トラブル

などなど・・・さまざまです

クレジノハカ ーパの

平成 25度 に県内の消費生活相談窓 □

に寄せ られた苦情相談件数の約 3害」が

65歳以上の高齢者、前年度に比
べる

と約 21%も 増加 しています。

① 利殖商法 ( 必 ず儲かるなどと言つて出資金

をだまし取る商法)

② インターネットの トラブル ( 巨 N T t t  Rキ ーに注意)

③ 送りつけ商法 ( 身 に覚えのないものは安易にうけ

とり、開封しない)

④ 訪間購入 ( 業 者が押しかけて来ても、家に入れな

い、きっばり断る、家族や周囲の人に相談 ! )

トラブルを防ぐためにも、我皮もクーグングオフ

の矢□識を身につけておきたいですね。

含めて数えます。

「

言] [ 182] [ [ ] [ ] [ [ 『

i 三

) 〉

3日

「司

クーリングオフできる期間は、契約書面を受け取つた日を

書場こ

=ユ

7- だ

ヤクι ノットカ

=だ

の蟹号をスカι グ

ノ. ふう璃こι

"J ル

ラノ

連鎖販売取引 ( マ ルチ商法 )

業務提携誘3販売

( 内 職、モニター商法)

困 つたことがあ ったら
…

☆消費者ホ ッ トライン

TEL0 5 7 0- 064- 370

( 県 、地元市町村及び近隣の消費生活窓□ につながります)



平 成 27年 3月 13日

PTA会 員の皆様

横 浜 市 立 柏 尾 小 学 校

PTA会 長   瀬 野尾 健

校外指導委員長 小城真 由美

学  校   長 栗原  繁 昌

二 援 隊 だ よ り

梅 の便 りが届 く季節 にな りま した。皆様 、いかがお過 ご しで しょ うか。

さて、 2月 3日 に
コ

ミュニ
テ ィーハ

ウス にて、第 3回 学援 隊定例会 が行 われ ま し

た。 今 回 の定例会 には、学援 隊の皆様 、 PTA役 員 、校外 指導委員 に加 えて 、上

柏尾 、富士見台地 区登校 班世話 人 が参力日した有意義 な定例会 とな りま した。

隊の皆様か らのお

■ 挨拶 を して も、なに も返 つて こない時が あ ります。元気 よ く挨拶 を しま しょ う。

保護者 の皆様 も積極 的 に挨拶 を心掛 けて欲 しい。

■ ポケ ッ トに手 を入 れ たまま歩 くこ とはや めま しょ う。 寒 い時期 は手袋 の着用 を

お願 い します。

■ 階段 の手す りを滑 る子 どもに注意 を して も、
「

転 ばないか らいい じゃん ! 」 と言

われ ま した。子 どもに とって は遊 びで も危 険 な行 動 なので、大人 の注意 が必要

です。

■ 登校 班 の集 合 時間 を守 りま しょ う。1人 、2人での登校 が 目立 って きています。

世話 人 の方
々のお

■ 学援 隊の皆様 が早朝 か ら通学 路 の清掃 を して下 さつてい るの を見 か け、本 当に

感謝 の気持 ちで一杯 にな りま した。

■ 学援 隊の皆様 のお話 が直接伺 えて、定例 会 に参加 させ ていた だ き本 当に良か っ

た と思 つてい ます。

■ 柏尾 小 の魅 力 は、学援 隊の方 々の見守 り活動 に よる ものだ と感 じています。

■ 家庭 で も、学援 隊の方 々の見守 り活動 につ いて話 してい きたいです。

学 援 隊  隊 員 ボ ラ ン テ ィ ア 大 募 集 !

各地区か ら隊員 ボランテ ィアを大募集 しています。

連絡先・・・ ・
柏尾小学校  電話 822- 0277

副校長 矢 田先生まで

廃 品回収の ご協力のお願 い

回収 日 : 毎月第 4月 曜 日

雨 天 の 場 合 も 回 収 致 し ま す 。

当 日広報車がまわ ります。

<<ふ れ あい か ら広 が る柏尾 っ子 の未 来 >>



地域の皆様
ヘ

平 成 27年 3月 21日

横 浜 市 立 柏 尾 小 学 校

P t t  A会 長 瀬野尾 健

学 校 長 栗原 繁昌

PTA資
源回収の成果( 報

告九

いつもご協力いただき、まことにあ りが とうございます。おかげさまで平成 26

年度は、
「

合唱台」 と「ソー ラン節用法被
・

鉢巻」を柏尾小学校に寄贈す ることが

できま した。

合唱台」

どもたちが、体育館の舞台で合唱などの発表をする時に使 います。

¨

　

Ｆ

子

ど

　

０

「ソーラン節用法被
・

鉢巻 ( 100着 ) 」

スポー ツフェスタ ( 運動会) で 6年生が ソーラン節 を踊 る時に着用 します。

資源回収で得た収益は、柏尾小の子 どもたちのために使われます。

●

騰

」
ば

J` J

皆様の ご協力、今後 ともよろ しくお願 いいた します !
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柏尾町 1317( 柏 尾小学校内)

ЪL825‐ 4358  f ax825‐ 4357

メ
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ホームページもご覧ください
QR→

匝
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をアンとゆりかご  /  岡村 恵理   ☆アナと雪の女王 /サ ラ・ネイサン&セラローマン
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平成 27年 3月 食 生 活 と つ か 第 フ 号
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ぇていこう

～和食のよさ

よい食習慣

を見直そ う～

地

域

を

つ

な

ぐ

健

康

゛
つ

く

り

の

齢

叩

戸

塚

区

食

生

活

等

改

姜

口
推

進

口
民

〓

会

長

　

下

田

　

一
二

江

子

戸

塚

区

食

生

活

等

改

善

推

進

員

会

（
愛

称

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

）

は

、

昭

和

四

十

年

の

結

成

以

来

「

私

た

ち

の

健

康

は

私

た

ち

の

手

で

」

を

合

言

葉

に

、

あ

ら

ゆ

る

年

代

の

人

た

ち

に

「

栄

養

。

運

動

。

休

養

」

の

調

和

の

と

れ

た

生

活

習

慣

を

身

に

つ

け

る

こ

と

を

め

ざ

し

、

地

域

の

人

た

ち

と

ふ

れ

あ

い

を

深

め

な

が

ら

、

地

域

ぐ

る

み

の

健

康

づ

く

り

活

動

を

し

て

い

ま

す

。

「

伝

え

て

い

こ

う

　

よ

い

食

習

慣

」

は

、

近

年

の

私

た

ち

の

活

動

の

基

本

と

な

っ

て

い

る

テ

ー

マ

で

す

。

今

年

度

か

ら

は

、

一

汁

二

菜

・

句

。

う

ま

み

。

行

事

食

な

ど

栄

養

バ

ラ

ン

ス

の

よ

い

食

習

慣

で

あ

る

「

和

食

」

を

サ

ブ

テ

ー

マ

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

様

々

な

機

会

を

と

ら

え

、

私

た

ち

も

共

に

学

び

な

が

ら

そ

の

魅

力

を

発

信

し

て

い

ま

す

。

健

康

寿

命

の

延

伸

と

健

康

横

浜

２‐

を

推

進

す

る

た

め

に

「

一

日

に

野

菜

を

３５０

ｇ

食

べ

ま

し

ょ

う

」

「

塩

分

少

な

め

」

「

３

食

し

っ

か

り

食

べ

る

」

「

バ

ラ

ン

ス

よ

く

食

べ

る

」

「

ロ

コ

モ

予

防

」

な

ど

、

生

活

習

慣

の

予

防

・

改

善

に

つ

な

が

る

働

き

か

け

や

、

食

生

活

を

振

り

返

る

き

っ

か

け

づ

く

り

と

な

る

た

め

の

提

案

を

、

地

区

セ

ン

タ

ー

・

地

域

ケ

ア

プ

ラ

ザ

・

ス

ー

パ

ー

等

を

会

場

に

、

関

係

者

の

ご

協

力

を

い

た

だ

き

開

催

し

て

い

ま

す

。

そ

の

他

に

も

健

康

ま

つ

り

や

地

域

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

し

、

多

く

の

人

と

ふ

れ

あ

い

な

が

ら

健

康

づ

く

り

を

す

す

め

て

い

ま

す

。

ま

た

、

戸

塚

区

役

所

よ

り

委

託

を

受

け

開

催

し

て

い

る

「

親

子

食

育

講

座

」

で

は

、

小

中

高

等

学

校

の

ご

協

力

を

い

た

だ

き

、

児

童

生

徒

や

保

護

者

、

地

域

の

皆

様

に

食

の

大

切

さ

や

楽

し

さ

を

伝

え

て

い

ま

す

。

食

べ

物

の

働

き

や

食

事

バ

ラ

ン

ス

を

楽

し

く

学

ぶ

た

め

に

、

様

々

な

活

動

教

材

を

作

成

し

て

い

ま

す

。

今

年

度

は

、

あ

ら

ゆ

る

活

動

に

対

応

で

き

る

「

朝

食

」

「

お

弁

当

」

「

食

育

の

日

」

「

和

食

」

を

テ

ー

マ

に

し

た

５

種

類

の

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

を

作

成

し

ま

し

た

。

裏

面

に

は

お

す

す

め

レ

シ

ピ

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

先

輩

か

ら

大

切

に

引

き

継

が

れ

て

い

る

パ

ネ

ル

や

エ

プ

ロ

ン

シ

ア

タ

ー

と

共

に

地

域

に

広

め

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

私

達

は

、

戸

塚

区

に

暮

ら

す

す

べ

て

の

人

が

住

み

よ

い

街

に

な

る

こ

と

を

願

い

取

り

組

む

「

と

つ

か

ハ

ー

ト

プ

ラ

ン

（

戸

塚

区

地

域

福

祉

保

健

計

画

と

に

参

加

し

て

い

ま

す

。

い

つ

ま

で

も

元

気

に

自

分

ら

し

い

毎

日

を

過

ご

せ

る

こ

と

は

、

誰

も

が

望

む

こ

と

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

健

康

づ

く

り

（

ヘ

ル

ス

）

の

仲

間

（

メ

イ

ト

）

の

つ

な

ぐ

輪

が

大

き

く

な

る

た

め

に

は

、

地

域

の

皆

様

や

行

政

等

の

ご

協

力

ご

理

解

が

必

要

で

す

。

こ

れ

か

ら

も

ご

支

援

の

ほ

ど

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

鰺

定

例

会

・

月

に

一

度

の

定

例

会

は

、

活

動

に

役

立

つ

情

報

を

得

る

大

切

な

時

間

と

な

っ

て

い

ま

す

。

専

門

的

な

知

識

を

学

ぶ

講

演

会

や

料

理

講

習

会

な

ど

、

会

員

が

中

心

と

な

っ

て

進

め

る

学

習

会

を

行

っ

て

い

ま

す

。

定

例

会

で

発

表

し

た

「

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

の

お

す

す

め

レ

シ

ピ

」

は

、

各

地

区

で

取

り

組

む

活

動

の

中

で

紹

介

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

健

康

づ

く

り

で

は

運

動

も

大

切

な

要

素

で

す

。

私

た

ち

も

「

ウ

オ

ー

キ

ン

グ

」

や

「

運

動

実

技

研

修

」

を

開

催

し

、

自

ら

実

践

し

て

い

ま

す

。

戸

塚

区

食

生

活

等

改

善

推

進

員

会

（
愛

称

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

）

は

、

横

浜

市

１８

区

を

は

じ

め

全

国

１７

万

人

の

仲

間

が

輪

を

広

げ

、

地

域

で

の

ふ

れ

あ

い

を

深

め

な

が

ら

、

健

康

づ

＜

り

を

実

践

し

、

普

及

活

動

を

し

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

す

。

区

役

所

で

開

催

す

る

「
食

生

活

等

改

善

推

進

員

セ

ミ

ナ

ー

」

を

受

講

す

る

と

食

生

活

等

改

善

推

進

員

と

し

て

活

動

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ロ

ロ

田

戸

塚

区

役

所

福

祉

保

健

課

ｈ

８

６

６

１

８

４

２

７



第 7号 食 生 活

私たち|よ 、昭和40年の結成鯰

を合言葉に子どもか らお年寄

のとれた生活習慣を身につけ

・

地域の人たちとふれあいを深 |

の健康づくりをすすめていま
1

私たちの愛称
「ヘルスメイ

味がこめられています。

自分と家族の健康、日常の
1

活動 しています。

汁

は

離

乳

食

に

活

用

で

き

る

こ

と

を

話

し

ま

し

た

。

ま

た

、

だ

し

を

取

っ

た

後

の

昆

布

と

か

つ

お

節

で

作

る

佃

煮

や

大

根

・

人

参

の

皮

を

捨

て

ず

に

使

う

き

ん

ぴ

ら

、

エ

ノ

キ

の

軸

を

バ

タ

ー

焼

き

に

す

る

と

、

ほ

た

て

風

に

な

る

と

い

う

エ

コ

ク

ッ

キ

ン

グ

技

も

披

露

し

好

評

で

し

た

。

会

食

後

、

バ

ラ

ン

ス

の

よ

い

食

事

を

と

る

こ

と

の

大

切

さ

を

伝

え

ま

し

た

。

参

加

者

よ

り

「

こ

れ

か

ら

は

野

菜

を

一

日

３５０

ｇ

食

べ

ま

す

。

」

「

昆

布

と

か

つ

お

節

を

買

っ

て

帰

り

ま

す

。

」

「

う

す

味

習

慣

を

始

め

ま

す

。

」

な

ど

の

言

葉

を

聞

い

て

、

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

と

し

て

の

や

り

が

い

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

秋

晴

れ

の

文

化

の

日

、

東

戸

塚

小

学

校

に

て

行

わ

れ

た

健

康

ま

つ

り

に

出

展

し

ま

し

た

。

「

３

食

し

つ

か

り

食

べ

る

、

野

菜

た

っ

ぷ

り

塩

分

少

な

め

」

を

テ

ー

マ

に

食

を

通

し

た

健

康

づ

く

り

を

提

案

し

、

私

た

ち

の

ブ

ー

ス

に

は

、

延

べ

２

、

０

６

４

人

が

訪

れ

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

食

育

ク

イ

ズ

は

子

ど

も

か

ら

大

人

ま

で

楽

し

く

参

加

し

、

パ

ネ

ル

展

示

で

は

熱

心

に

耳

を

傾

け

、

質

問

も

い

た

だ

き

ま

し

た

。

野

菜

手

ば

か

り

で

は

一

日

分

の

野

菜

摂

取

量

３５０

ｇ

を

体

験

し

、

実

物

で

展

示

し

た

献

立

例

で

、

健

康

に

配

慮

し

た

バ

ラ

ン

ス

の

よ

い

食

事

を

Ｈ

々

心

が

け

て

い

く

こ

と

を

理

解

し

て

い

た

だ

け

た

と

思

い

ま

す

。

参

加

者

に

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

が

作

成

し

た

【
和

食

】

【
朝

ご

は

ん

食

べ

て

い

ま

す

か

】

〓

日

の

ス

タ

ー

ト

は

朝

ご

は

ん

か

ら

】

【

お

弁

当

】

【
食

育

の

日

】

の

レ

シ

ピ

付

き

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

を

配

布

し

ま

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

の

コ

ー

ナ

ー

を

ま

わ

る

と

全

部

の

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

が

そ

ろ

い

ま

す

。

レ

シ

ピ

は

毎

日

の

献

立

の

ヒ

ン

ト

に

活

用

で

き

る

と

好

評

で

し

た

。

ス

テ

ー

ジ

で

は

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

体

操

を

会

場

の

皆

さ

ん

に

も

呼

び

か

け

、
　

一

緒

に

体

を

動

か

し

て

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

エ

プ

ロ

ン

シ

ア

タ

ー

の

食

べ

物

ク

イ

ズ

は

大

勢

の

子

ど

も

達

が

参

加

し

、

活

´

残

後

一
）
¨
”
ツ

務

¨
　

　

　

　

滋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

´
″

¨
膨

癬

ひ

躍

　

¨
観

湯

稼

置

　

　

″

上

矢

部

地

域

ケ

ア

プ

ラ

ザ

で

乳

幼

児

と

保

護

者

を

対

象

に

「

あ

ん

し

ん

子

育

て

教

室

」

を

行

い

ま

し

た

。

最

初

に

、

乳

幼

児

に

と

っ

て

お

や

つ

は

一

日

で

摂

り

き

れ

な

い

栄

養

を

補

う

大

切

な

第

四

の

食

事

で

あ

る

こ

と

、

お

よ

び

食

事

に

関

連

し

て

手

洗

い

の

大

切

さ

に

つ

い

て

も

話

し

ま

し

た

。

次

は

、

親

子

で

楽

し

く

作

れ

る

お

や

つ

の

実

習

で

す

。

ミ

ヽ

キ

サ

ー

と

蒸

し

器

で

「

小

松

菜

の

蒸

し

ケ

ー

キ

」

を

作

り

ま

し

た

。

蒸

し

上

が

る

の

を

待

つ

間

に

「

あ

お

む

し

さ

ん

遊

戯

」

を

歌

に

合

わ

せ

て

踊

り

、

子

ど

も

達

は

大

喜

び

し

て

楽

し

み

ま

し

た

。

最

後

は

、

緑

鮮

や

か

な

で

き

た

て

の

ケ

ー

キ

と

、

舌

触

り

が

良

く

食

べ

や

す

い

「

か

ぼ

ち

ゃ

の

チ

ー

ズ

羊

か

ん

」

も

加

え

て

の

試

食

で

す

。

み

ん

な

最

高

の

笑

顔

で

食

べ

て

い

て

「

お

い

し

い

ね

。

」

と

好

評

で

し

た

ｃ

乳

幼

児

の

食

事

と

お

や

つ

の

役

割

を

、

参

加

さ

れ

た

方

に

伝

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

成

長

過

程

に

お

け

る

食

生

活

を

考

え

る

よ

い

機

会

に

な

り

ま

し

た

。

「
稔

ιｌ

の

世

代

」

を

対

象

に

し

た

健

康

づ

く

ιｌ

（
戸

塚

第

〓

一
、

上

・
下

倉

田

、

舞

岡

）

下

郷

町

内

会

館

で

高

齢

者

を

対

象

に

食

生

活

を

正

し

く

理

解

し

、

低

栄

養

を

予

防

す

る

た

め

の

啓

発

活

動

を

行

い

ま

し

た

。

最

初

に

、

食

事

バ

ラ

ン

ス

ガ

イ

ド

の

コ

マ

の

見

方

を

説

明

し

、

そ

の

後

高

齢

者

の

一

日

の

適

量

を

パ

ネ

ル

で

確

認

し

ま

し

た

。

人

７

日

の

献

立

「

変

わ

リ

フ

レ

ン

チ

ト

ー

ス

ト

」

「

簡

単

野

菜

ス

ー

プ

」

「

コ

ー

ヒ

ー

ゼ

リ

ー

」

の

場

合

、

主

食

は

一

つ

。

主

莱

は

一

つ

半

・

副

菜

は

三

つ

。

乳

製

品

は

一

つ

と

説

明

し

ま

し

た

。

ロ

コ

モ

テ

ィ

ブ

シ

ン

ド

ロ

ー

ム

（
運

動

器

症

候

群

）

で

は

、

ロ

コ

チ

ェ

ッ

ク

で

ロ

コ

モ

の

危

険

度

を

把

握

し

、

ロ

コ

モ

予

防

の

た

め

に

行

う

運

動

の

方

法

と

注

意

事

項

に

つ

い

て

伝

え

ま

し

た

。

調

理

実

習

で

は

、

く

り

抜

い

た

パ

ン

に

、

具

を

入

れ

て

焼

く

簡

単

な

調

理

方

法

に

感

嘆

の

声

が

あ

が

り

ま

し

た

。

他

の

試

食

も

好

評

で

「

参

加

し

て

よ

か

っ

た

。

」

と

い

う

声

や

「

簡

単

で

応

用

も

わ

か

っ

た

の

で

家

族

で

作

っ

て

み

ま

す

。

」

と

い

う

感

想

も

聞

か

れ

ま

し

た

。

参

加

者

が

改

め

て

食

生

活

を

見

直

す

よ

い

き

っ

か

け

づ

く

り

に

な

り

ま

し

た

。

ロ

コ

ミ

で

ヘ

ル

ス

メ

イ

ト

の

活

動

が

地

域

に

広

が

っ

て

い

く

こ

と

を

願

っ

て

い

ま

す

。

戸

塚

ふ

れ

あ

い

区

民

き

つ

ιｌ

力

み

な

ぎ

る

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

変わ リフレンチ トース トにチャレンジ



と つ か 平成 27年 3月

お

や

つ

づ

く

＝

で

ふ

れ

あ

い

交

流

（
東

戸

塚

、

名

瀬

、

川

上

、

柏

尾

、

平

戸

、

平

戸

平

和

台

）

名

瀬

地

域

ケ

ア

プ

ラ

ザ

で

「

楽

し

く

作

っ

て

野

菜

を

大

好

き

に

な

ろ

う

」

を

テ

ー

マ

に

、

一

下

三

歳

児

と

保

護

者

を

対

象

に

し

た

ふ

れ

あ

い

交

流

を

行

い

ま

し

た

。

献

立

は

「

ミ

ネ

ス

ト

ロ

ー

ネ

」

と

「

ケ

ー

ク

サ

レ

（
塩

味

の

ケ

ー

キ

と

で

す

。

ケ

ー

ク

サ

レ

は

、

ケ

ー

キ

の

材

料

を

チ

ャ

ッ

ク

付

の

ビ

ニ

ー

ル

袋

に

入

れ

て

混

ぜ

合

わ

せ

、

端

を

切

っ

て

型

に

絞

り

出

し

、

野

菜

や

ベ

ー

コ

ン

な

ど

を

ト

ッ

ピ

ン

グ

し

て

焼

く

、

幼

児

で

も

安

全

に

作

れ

る

ケ

ー

キ

で

す

。

「

に

ん

じ

ん

あ

ま

―

い

。

」

「

ケ

ー

キ

お

い

し

い

ね

。

」

と

、

自

分

た

ち

で

作

っ

た

喜

び

と

美

味

し

さ

で

歓

声

が

上

が

り

ま

し

た

。

煮

大

豆

を

入

れ

た

野

菜

い

っ

ぱ

い

の

ミ

ネ

ス

ト

ロ

ー

ネ

も

試

食

し

、

う

す

味

で

も

野

菜

本

来

の

味

が

わ

か

り

、

皆

で

お

い

し

く

食

べ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

次

に

食

べ

物

の

働

き

に

つ

い

て

学

び

、

色

分

け

し

た

エ

プ

ロ

ン

に

食

べ

物

カ

ー

ド

を

楽

し

そ

う

に

入

れ

ま

し

た

。

幼

児

期

か

ら

食

事

の

大

切

さ

を

知

り

、

よ

い

食

習

慣

を

身

に

つ

け

て

い

く

こ

と

を

願

っ

て

い

ま

す

。

一

生

涯

骨

太

ク

ッ

キ

ン

グ

　

　

一

．
一
　

　

　

　

　

　

（
踊

場

、

北

汲

沢

、

汲

沢

）

一

富

士

見

町

内

会

館

で

、

毎

日

の

食

卓

に

牛

乳

・

チ

ー

ズ

等

の

乳

製

品

を

と

り

入

れ

、

カ

ル

シ

ウ

ム

不

足

を

補

う

食

習

慣

を

身

に

つ

け

る

た

め

の

講

習

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

日

本

人

の

平

均

寿

命

は

、

世

界

一

で

す

が

、

健

康

寿

命

と

の

差

が

十

年

程

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

し

っ

か

り

食

べ

る

こ

と

や

、

転

倒

を

予

防

す

る

た

め

の

ロ

コ

ト

レ

に

つ

い

て

話

し

、

参

加

者

全

員

で

開

眼

片

脚

立

ち

を

左

右

一

分

ず

つ

体

験

し

ま

し

た

。

　

一

分

間

が

長

く

感

じ

た

人

が

多

く

、

毎

日

続

け

る

必

要

性

を

実

感

し

ま

し

た

。

試

食

メ

ニ

ュ

ー

の

「

パ

イ

ン

の

ア

ッ

プ

サ

イ

ド

ダ

ウ

ン

ケ

ー

キ

」

を

皆

で

調

理

し

、

牛

乳

と

味

噌

を

使

っ

た

「

鮭

と

大

根

の

和

風

ス

ー

プ

」

と

一

緒

に

試

食

し

ま

し

た

。

ス

ー

プ

は

、

食

べ

る

前

に

粉

山

椒

を

ふ

り

入

れ

る

と

塩

分

を

ひ

か

え

て

も

お

い

し

く

な

る

こ

と

を

紹

介

す

る

と

、

参

加

者

か

ら

驚

き

の

声

が

上

が

り

ま

し

た

。

年

齢

を

重

ね

て

も

生

活

機

能

が

低

下

し

な

い

よ

う

に

、

日

頃

の

生

活

の

中

に

ロ

コ

ト

レ

を

取

り

入

れ

る

習

慣

を

身

に

つ

け

る

こ

と

を

、

地

域

の

皆

様

に

広

め

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

鳥

が

丘

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

と

共

催

で

「

バ

ラ

ン

ス

よ

く

食

べ

る

・

選

ぶ

力

」

を

テ

ー

マ

に

一

年

生

か

ら

六

年

生

の

親

子

で

食

育

教

室

を

行

い

ま

し

た

。

献

立

は

「

野

菜

汁

」

「

ス

パ

ニ

ッ

シ

ュ

オ

ム

レ

ツ

」

「

ゆ

か

り

し

ら

す

お

に

ぎ

り

」

「

ヨ

ー

グ

ル

ト

パ

フ

エ

」

で

す

。

お

そ

ろ

い

の

バ

ン

ダ

ナ

で

身

支

度

を

整

え

、

ま

ず

は

美

味

し

い

だ

し

を

取

り

ま

し

た

。

野

菜

は

ネ

コ

の

手

で

し

っ

か

り

押

さ

え

て

切

っ

て

い

き

ま

す

。
　

百

叩

ず

つ

て

い

ね

い

に

作

り

、

楽

し

く

調

理

し

ま

し

た

。

で

き

あ

が

っ

た

料

理

は

、

バ

イ

キ

ン

グ

の

よ

う

に

並

べ

て

主

食

・

主

菜

・

副

菜

が

分

か

れ

て

い

る

バ

ラ

ン

ス

プ

レ

ー

ト

に

盛

り

つ

け

、

お

い

し

く

い

た

だ

き

ま

し

た

。

食

後

は

「

５

つ

の

ち

か

ら

」

の

話

を

し

て

、

料

理

カ

ー

ド

を

バ

ラ

ン

ス

プ

レ

ー

ト

に

選

ん

で

並

べ

る

「

食

べ

物

を

え

ら

ぶ

力

」

を

身

に

つ

け

る

体

験

を

し

ま

し

た

。

好

き

な

食

べ

物

を

中

心

に

バ

ラ

ン

ス

よ

く

選

ぶ

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

家

庭

で

の

食

育

に

活

か

し

て

い

た

だ

け

た

ら

と

願

っ

て

い

ま

す

。

名

¨
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

際

粽

必

３

■

¨
孝

〔
驚

一
一
”
餡

銭

〕

　

蒟

　

　

額

”

　

　

絆

瑕

熙

器

』
察

織

　

　

　

　

　

　

　

覆

　

　

　

　

　

　

　

”
家

勝

妊

婦

さ

ん

を

対

象

に

「

よ

い

食

習

慣

の

確

立

」

を

テ

ー

マ

と

し

た

健

康

づ

く

り

教

室

を

開

催

し

ま

し

た

。

実

習

は

「

魚

の

ホ

イ

ル

焼

き

」

「

も

や

し

と

き

ゅ

う

り

の

ご

ま

辛

子

和

え

」

「

野

菜

汁

」

を

作

り

ま

し

た

。

だ

し

の

取

り

方

は

実

演

に

て

説

明

し

、

だ

し

を

し

っ

か

り

取

る

と

、

味

噌

が

少

量

で

も

お

い

し

く

減

塩

で

き

る

こ

と

、

味

噌

を

溶

く

前

の

野

菜

をしています

1来
「

私たちの健康|ま 私たちの手で」

) ま で
「

栄養
・

運動
。

休養」の調和

[ い くことをめざしています。また

うながら仲間をふやし、地域ぐるみ

r。

ヽ
」は、健康づくりの仲間という意

き生活等について考えながら楽 しく

ネコの手

開眼片脚立ちでロコ トレ

お

や

こ

の

食

育

教

室

（
戸

塚

第

三

、

ト

（
戸

塚

第

三

、

上

矢

部

）

ちから
1昴

こつけ
を

● 食べ物をえらぶ力

● 味がわかる力

●
料理ができる力

●
自分の体を大事にできる力

●
食べ物のいのちを感 じる力



第 7号 食 生 活 と つ か 平成 27年 3月

一

   

一

   

“

，
‘

一

．

．

。

ぃ

′

私たちが活動している中で好評なレシピを紹介します。  
所

5努ダ

ツト

1本文 ( 220g)

1, 拒  ( 100g)

1/2パ ック ( 50g)

中 1/3本  ( 50g)

大さ じ 3

大さ じ 2

小さ じ 2

小さ じ 1/2

1 00rnl

1個 ( 150g)

20g

嗜
〕

11固 ( 100g)

1/21固  ( 100g)

1イ固 ( 30g)

40g

l { 固

3～ 4カ ップ

少々

少々

● す
17鉢

がなし1場合しまポウ′しに入れて、手マ厚場けの

中身をもみつぷす。

● 春菊のかわ
|つ

に、′」、松菜
・ほうれた草でも良し1。

栞 ス

トマ ト、ピーマン

を力] え 、塩、こしよ

うで味を整える。

, p 
・…………………………………

 4イ固

八ム … … …………………… 4枚

サラダ油 … … … … … …
少々

共三百あみ3んあら

…

I 英
讐じ16/復要石⊃

スライスチーズ ・… … … 4枚

バター
 … … … … … … …

大さ じ 2

サラダ菜 
… … … … … … 4枚

トマ ト 
…………………………・

11固

6パ セリの代わ りにピーマンやゆでたほうね/L草

など入れてもあいしし1。

した。限 られた紙面の中で、活動の

この紙面 をきっかけに、健康
づ

くり

厚婦げの自和え

材料 ( 4人 分 ) を 1人 分エネルギー1 03kcat 塩 分0。 9gる

厚揚げ ………… …… ……

春菊 ………………………………

しめじ … … … … … … …

にんじん … … … … … …

すりこま ( 白 ) …
… … …・

1瘍
I I

躙 簡申野 ― プ

材料 ( 4人 分 ) 曇 1人 分エネルギー69kcal 塩分0. 7gう

トマ ト ……………………… …

ベーコン … … … … … …

じゃがいも …… … … ……

玉ねぎ …………… … … ……

ピーマン … … … … … …

スイートコーン缶 ( ホ
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① 厚揚げ|よ 熱湯をかけて油抜きをする。皮の部

分をそぎ、せん切りにする。厚揚げの白い部

分をすり鉢に入れすりつぶす。

② 春菊|ま さつとゆで2cmぐ らいに切る。

③ にんじんはせん切りにして厚揚げの皮、しめ

じと一緒にAの調味料で煮る。

① ①にすりこまを入れ禾□え衣を作る。

⑤ ①と②、Oを bl l え 不0え る。

・・
… … … ・ 作 り 方 ・ … … … …

① トマトは皮を湯むきし、種を取りl cm角 に切る。

② ベーコンは5mm幅 に切る。じやがいも、玉

ねぎ、ピーマン|よ l cm角 に切る。

① 鍋にサラダ油を熱しベーコンを炒め、玉ねぎ、

じゃがいもを力0え 、しんなりしたら水を入れ、

固形スープの素を力] え 煮込む。

① じゃがいもがやわらかくなつたら、コーン、

奮わ
し

|フ L〕手ト
ースト  

… … … …
°

作り方… … … … …・

本オ粋|( 4人ダD ol 人分エネルギー363kcal 塩 分1. Og磯

① 食バン|よ まわりをl cm残 しくり抜いて、内側と

外側の 2つ に分けておく。

② 卵は 1個ずつ割りほぐす。

③ 八ム|ま せん切りにして 4等分にする。

① フライバンにサラダ油を熱し、外側の食バンをおき、

バンの中央に卵を流し入れ、八ム、パセリを力0え 、ス

ライスチーズをのせ、残りのバンでふたをする。

⑤ フライ返 しで少 し押さえながら焼き、卵に火が

通つたら裏返しにして、バターを入れきれいにこ

げ目がつくまでフライバンをゆすりながら焼く。

⑥ Oを 食べやすい大きさに切り、サラダ菜と、くし

形に切つた トマ トを添える。

食バン ( 6枚 切 り) 4枚

私たちのボランテ ィア活動の一部分 を紹介 しま

や りがいや楽 しさをお伝 えで きたで しょうか。

の輪が広がることを願 っています。

□ □ ¢□
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地1或 の健康づ<り と食育活動に取り組むボランティアである『食生活等改善推進員』を養成する

セミナーです。食生活や健康づ<り にご興味のある方で したら、どなたでもお申し込みができます。
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ま      ⑤ l l 月 9日 ( 月 )  ⑥     )

⑦ 2月 1日 ( 月 ) ③3月 7日 ( 月 )

● 内容

⑨ 全市含同の研修会 ( 1月 中旬予定)

いずれも 13時 30分 から 16時 ( ⑥のみ 11時～14時 )

食生活等改善推進員の活動について

健康づ<り と食生活
0運

動・ 休養について

食事
0栄

養に関するグループ学習

戸塚区役所 5階栄養相談室ほか● 会場

● 対象

‐
● 定員

r● 費用

へ′ Lスメイトに

、_む

ι
l たい r

地域活動かしたい ′

健康づく
ι

l についτ

_知
ι

l たい ま

    証

‐

・膚■ l Υ ン11・
だ

プ

食育に興味がある ′

/     
健康づく

ι
l に関する

4月 30日 ( 水 ) ま で に電話・ フ ァ ックス ( 食 生活等改善推進 員セ ミナ ー申 し込み、住

所、氏名、年 齢、電話番号 を記入) ま た は戸塚 区役所 6階 62番 窓 □ にて お申 し込み下

さい。

申 し込み
0問

い合わせ  戸塚区役所 福祉保健課健康 づ <り 係

丁EL 866- 8427    FAX 865- 3963

区内在住で、上記 日程 に全 国出席

セ ミナ ー修 了後 に食生活等改善推

40人 ( 応 募 多数時は抽選 )

:

1, 188円 ( テ キス ト代)                    彰

城 織゙
j l 嘉
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, 議 t 軍
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TOTSUKA

■ 編集発行  戸塚区スポーツ推進委員連絡協議会広報委員会

■ 事 務 局  戸 塚 区 役 所 地 域 振 興 課 地 域 活 動 係 8866- 8413

退 任 挨 拶

戸塚区スポー

連絡協議会

日
興

委進推

長

〕
ノ

〈

Ａ

柴 田 武 志

間 も な く29期 が 終 了 し、

スポ ー ツ推進 委 員退任 の と き

を迎 え ます。名 称 が体 育 指 導

委 員 か らスポ ー ツ推進 委 員 に

変 わ りま したが、40年 間、大

過 な く過 ごす こ とが で きま し

, た の も、多 くの先輩 方 の御 指

1 導 と数 多 くの 委 員 仲 間 の 協

‐
 力、 そ して行政 職 員 の方 々の

御 尽 力のお かげです。

あ りが とうご ざい ま した。

3月 15日 に は、初 の フル マ

ラツンを含 めた横 浜市最 大 の ラ ンニ ングイベ ン トで

ある市 民型横 浜 マ ラソ ン大会 が開催 され ま した。大

会 参加 者 2万 5, 000名 、大 会 関係 者 2, 000名 、 ボ ラ

ンテ ィア6, 000名 ( 給 水 パ フ ォー マ ンス2, 000名 含

む) 、 そ して、沿 道 警 備 や案 内係 従 事 者 と してスポ

ー ツ推進委 員 1, 800名 も、大会 の成功 の ために活動

しま した。私 に とって は最終 の行事 となる今大会 も、

事故 な く盛大 な大会 に な りま した。

スポ ー ツ推進委 員の皆様、 あ りが と うご ざい ま し

た。

退任後 はスポ ーツ、 またスポ ー ツ関係 で得 た経 験

を生 か して 「健 康寿命」 の促 進、年 齢 に応 じた体 力

維持 を行 ってい こ うと思 ってい ます。

戸塚 区 スポ ー ツ推進委 員連絡協議会 の益 々の御 活

躍 を祈念 い た してお ります。

ゆ 檬 壽 磯 鰺 滲 ◇ 蔭 ヾ 鑽 畿 肇 蔭 嚢 お 金 鰺 擁 驚 像 蓼 惨 0議 観 難 饉 聯 綸

平成26年 度 スポーツ推進委員表彰者 受賞おめでとうございます

○ 全 国 スポ ーツ推進 委 員連合 会   ○ 横 浜 市 スポ ー ツ推進 委 員   ○ 神 奈川 県 スポ ー ツ推進 委 員連合 会

30年 勤続 スポ ー ツ推進 委 員表 彰   永年 勤続 者表 彰 10年表彰    功 労者表 彰

実 方  幸 一  戸 塚 第二 地 区    杉 原  公 紀   戸 塚 第 三 地 区 杉 原  公 紀   戸 塚 第 三 地 区

種 子 島叡 一  踊 場 地 区     渡辺  敬 昭   ク      渡 辺 敬 昭   
″

佐 々木 益 男  舞 岡地 区     斉藤  弘 光  踊 場 地 区   斉 藤  弘 光  踊 場 地 区

″       高 橋  健 治   
ク

ク      槻 木  宏 次   
ク

舞 岡 地 区    立 石  明 美   舞 岡 地 区

川 上 地 区    吉 野  和 宏   川 上 地 区

柏 尾 地 区    佐 々木 勝 栄  柏 尾 地 区

東 戸 塚 地 区   萩 田 光 良   東 戸 塚 地 区

大 正 地 区    米 倉   淳   大 正 地 区

汲 沢 地 区    中 野  泰 志   汲 沢 地 区

ク      成 田  修 三   ク

下 倉 田地 区   沼 田   明   下 倉 田 地 区

澤 口  浩 人   大 正 地 |ズ

回 覧

戸塚 区連合

町内会承認

スポーツ推進委員のみなさま
へ

戸塚区長 田 雑  由糸己乃

長 年 に わ た り、 区 協 議 会 会 長

の 御 責 任 を果 た され ま した柴 田

会 長 を は じめ、 ス ポ ー ツ推 進 委

員 の 皆 様 に は、 日 頃 か ら、 地 域

に お け る ス ポ ー ツ・ レ ク リエ ー

シ ョ ンの 普 及 振 興 に御 尽 力 い た

だき、 あ りが とうございます。

ま た、戸 塚 区駅 伝 大 会、 フル

マ ラ ソ ン に衣 替 え した横 浜 マ ラ

ソ ン や 世 界 トラ イ ア ス ロ ン シ リ

ー ズ横 浜 大 会 な ど、 市
・

区 を は

じめ 国 際 的 な 行 事 に も御 協 力 い

ただ き、厚 くお礼 申 し上 げます。

スポ ー ツ推進委 員 は、横 浜市 で は昭和 32年 の活動 開

始 か ら50年 以上 に わた り、地域 にお けるスポ ー ツ、 レ

ク リエ ー シ ョン活 動 の担 い手 と して、市 民 の スポ ー ツ

振 興 に大 き く寄 与 され て き ま した。近 年、 スポ ー ツ・

健 康 に対 す る関心 が高 まる中、 その役 害] は 益 々大 き く

な って きてお り、地域 に スポ ー ツの楽 しさ、 す ば ら し

さを広 めてい ただいてお ります。

第 29期 の皆様 は、任 期 中 お疲 れ様 で した。 また、本

当 にあ りが とうご ざい ま した。

第 30期 で委 嘱 され る方 々に も、 スポ ー ツ振興 の担 い

手 と して、 また地 域 づ くりの推 進 役 と して、 さ らな る

御 活躍 を期待 す る と ともに、一層 の御 協 力 をい ただ き

ます よ う、 どうぞよろ しくお願 いいた します。
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田 回 田 国 の紹 介

少年少女スポーツ大会

7月 26日 ( 土 ) に 南戸塚小学校でペタンク大会を開催、50

人が参加しました。猛暑の中ではあ
|り

ましたが、先生
。

保護

者の方々も交え、―喜一憂しながら競技を楽しみました。ささ

やかな賞品
。

参加賞も好評でした。 ( 戸塚第一地区 松下)

秋の健民ハイキング「三国山、明神山」

色付き始めた紅葉と富士山と山中湖の絶景を望みにハイキングを行いました。

明神峠から三国山 ( 1325m) 、
三国峠を経て明神山 ( 鉄 砲木の頭: 1291m)

の大パノラマ。残念ながら曇天で富士山は望めませんでしたが、山中湖をバック

に笑顔の記念写真。パノラマ台まで下ると温かい豚汁が待ってました。お腹一

杯になったら、ご褒美のアサヒビールエ場
へ

。巨大なタンクの並ぶ工場でビー

ルが出来るまでの見学の後、出来立てビールを堪能しました。( 踊 場地区 永田)

10月 19日
( 日 ) に 、毎年恒例のさつまいも掘り大会を行いました。各地区子ども会

のご協力のもと、200人 以上の参加者が芋ほりを楽しみました。今年は例年以上に

豊作で、あちらこちらで大物を掘り当てた歓声が上がりました。芋ほり後は、子ども会

特製の豚汁パー
ティ

ー
。お腹も満たされ、笑顔あふれる一

日でした。( 舞 岡地区 平間)

三世代交流
ペタンク大会

7月 の開催、暑さにも負けず皆で競い合いました。

( 戸塚第二地区 加藤 )

健民体育祭

台風 20号 の直撃 前 日、参加 者 の気 持 ちが実り無事 開

催 されました。綱 引きでは互角の勝 負、応 援も含 めてカ

の入った戦いが繰り広げられました。

北汲沢連合健民祭

10月 26日 ( 日 ) 晴 天の中、232名 の参加で健民祭を開催。

自然豊かな
「

泉の森ふれあい樹林」など、6kmを 2時 間のウ

ォーク、疲れた後は温かい芋煮を食
べ

、汲沢中学校吹奏楽

部の演奏に癒され、楽しめた一日でした。( 北 汲沢地区 田中)

( 戸塚第二地 区 吉 田)

いもほり大会
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( 川 上地 区 今泉 )

少年少女スポーツ大会 ( ペ タンク) 平戸地区連合町内会ふねあいの集い

少年少女スポーツ大会

12月 6日 ( 日 ) 、 川 上 小 学 校 にて少 年 少女 スポーツ大 会

を開催 し、
ベタンク大 会 を行 いました。皆 さんに楽 しんで

いただきました。

毎年恒例のベタンク大会を7月 20日 ( 日 ) に 行いました。地

域の子どもたちが多数参加し、ルールを学びながらチーム戦形

式で楽しく競技を行い、交流を図ることができました。チーム空

き時間の輪投げ大会も好評でした。( 東 戸塚地区 齋藤 基)

少年少女スポーツ大会

7月 20日 ( 日 ) 境 木小学校体 育館 にて子 ども、

111名 参加にて行いました。親子の対戦もあり、

負、大いに盛り上がりました.

( 平 戸平和台地 区

柏尾地区もちつき大会

12月 14日 ( 日 ) に 実施しました。当地区では、本年で13回 目の

開催となり、地域にし′ ■ かり根ざした行事となっています1地 域の

皆様のご協力と、小中学校をはじめとして、家庭と地域か一体とな

り、絆を強め今後も原動力にしたいと思います。( 柏 尾地区 山本)

11月 30ヨ ヨl l 靖 l t O日 、子ともからお年

=|ま

て
′

: ヽ れこう
―

侵

` し

てキつき大会を
′
テt ま プた前日のi t 米 ま大変

ですが地域全体、中車」学各嗅0生
l l . 先

生方も含め1, 400名 以二参i l 子とt た ちもそれぞ1子 ともFた で大

人の手を借
|, な

力
) ら

二手[ つ |キ 、景議f ) ' I I 「 , I 昔 1, た なんとつて年早
l t ｀

t ' ん |[ っ て|l t t け まコた皆うんこ

餅、責
l L争

[ ・

、
たたき満足l 環 子てした

1●

こ26=虞 ま、7月 , ' 年 少女スi ― ツ大会議: Fを 1: t l で
0鳳 つ( り 、10

月は天運動会、11月 う
、
れあt の 実いを実施し、残るま

' ヽ

―
タコルフ大会0ネ と, ま した 平

「
地区 1澤

少年少女スポーツ大会

9月 6日
1土 , 上

矢部小学校校庭において、少年少女スホ
ー

ツ大会が開催されました当日|よ 、

残暑かまた厳しt ヽ 日にもかかわらず、参力l さ れた小学生たち|よ そんな暑さにもめけずに、時間が

過ぎるのも忘れてスホ
ーツ|こ 熱中していましたド′ チボ

ールでは、小学校1年 生から3年生の

グルー
フ低学年

1と

小学校4年 生から6年 生のクルー
ブ

1高

学年に分かれて、総当たり戦を

実施しまt ノ た
=ケ

~ム

で|よ 、とのチ
ームも熱戦が繰り広|す られました 上矢部地区 梅林)

保 護者

真剣勝

斉藤 )
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( 名 瀬地 区 小泉 )

名瀬地区大運動会

10月 12日 ( 日 ) 、 第 34回 連 合 町 内会 大 運 動 会 が開

催 され、対抗競技 や親子参加 の競技 に大 いに盛 り上

が りま した。

夏の研修会

夏に、研修を兼ねてパークコリレフ大会を開催しました。パークゴルフは、

子どもからご高齢の方まで楽しく出来る健康的なスポーツです。シンプ

ルなルールで誰もが手軽に始められるのが魅力です。このようなスポ

ーツを地域の多くの方に広めていきたいですね。( 汲 沢地区 藤田)

こども水泳教室

7月 30日 ( 水 ) ～ 8月 3日 ( 日 ) に、こども水泳教室を

実施 しました。 日に日に上 達 していく泳 ぎと頑 張
ク
リには、

毎年ごとながら感心させられます。

上倉田地区歩け歩け大会

4月 13日
( 日 ) 、 天気は快晴、神奈川県の雄、箱根山に歩け歩けと、53名 、ウ

ォ
ーキング、全員良い汗を、帰路は、温泉につかり、甘太郎の湯で、ゆったり。

満足、満足の一日でした。11月 9日 ( 日 ) は 、湘南平
へ

、50名 参加、平塚の温

泉でゆったり、これも良いウォ
ーキング大会でした。( 上 倉田地区 中山)

第5回 横浜シーサイドトライアスロン大会

平成26年 9月 28日 ( 日 ) に 開催された
「

横浜
・八景島シーパラダイ

ス」をスタートフィ
ニ

ッシュ地点とする市民参加型トライアスロンで

す。戸塚区のスポーツ推進委員は
「

金沢工業団地」のバイクコー

スの沿道警備を担当し、大会成功の一役を担いました。( 事務局)

第 13回下倉田地区「歩け歩け大会」

伊 豆城ヶ崎海岸の予定が、 出発 時に土砂 降りの雨でや

むなく行き先を変更。紅葉を見つつ箱根の大涌谷
・

箱根

恩賜公園を散策。車窓から仙 石原のススキを眺めつつ帰

路につきました。 ( 下倉 田地 区 沼 田明 )

皆様 にお な じみの、地域 のスポー ツイベ ン トや レク リエー ションの企画
・

運営 をは じめ、戸塚 区駅

伝大会 や横浜 マラソンな ど大 きな大会 の沿道警備 に、多 くのスポーツ推進委 員が活躍 しています。

( 大正地区 松 田)



舞岡地区センター夜間スタツフ募集

横浜市指定管理者    公益社 団法人 とつか区民活動支援協会

地区センターは、サークル活動など、気軽に利用で

きる施設です。地域の皆様の交流を深める場として

ご利用いただいています。

舞岡地区センターで、私たちと一緒に、楽しく元気

に働いてみませんか。

※ 募集施設マ条件       ※ 通勤費の支給はありません。

施 設 勤務時間 募 集 時 給 勤務体制 勤務内容

ス

タ

ツ

フ

舞 岡地 区センター
夜 間

17: 00- 21: 00

研 修 、ミ
ーティング等

その他勤務あり

( 9: 00～ 17: 00)

2H～ 4H程 度

1名

( 17: 00-

21: 00)

920円

( 9: 00～

17: 00)

900円

2人 1組 勤務

週 3日 ～ 4日

口
~ア~ン

ヨン勤務

1. 受 付事務
・

用具の貸 出
・

集

計事務
。
館内整理・

清掃
。
図

書の貸出・閉館業務

2. そ の他

※ 応募条件

・施設の運営に積極的に参加 してみたい方

・地域活動に興味を持たれている方

・
各施設 に徒歩又 は自転車で通勤できる方 ( バイク・自動車不可 )

。
地 区センター夜 間は定年65歳

※
雇

用期貴「

平成27年5月 1日 ～平成 28年3月 31日 ( 勤務状況等条件を満たした場合 、更新もあります。)

※ 応募方法 |

。
所定の応募用紙 にご記入のうえ、平成27年4月 19日 ( 日 ) ( 当 日必着) までに、返信用として82円 切手を貼付した

封筒を同封のうえ、公益社団法人とつか区民活動支援協会
へ

郵送でお 申込みください。

書類選考後 、4月 21日 頃に面接時間を電話連絡いたします。( 面接予定 日 4月 24日 ( 金 ) )

。
応募用紙は舞岡地区センター、公益社団法人とつか区民活動支援協会 にあります。

舞岡地区センターのホームページからもダウンロードできます。  ht t p: / /mdoka. ch五 k卜 suppo■ . j p/

※ 応募用紙は返却いたしません。ここで得た個人情報は当協会採用事務以外では使用いたしません。

※ 応募先

〒244- 0816

横浜市戸塚 区上倉 田町449- 2戸 塚法人会館 102

公益社団法人とつか区民活動支援協会
「

スタッフ採用係」

※ 問合せ先

公益社団法人とつか区民活動支援協会 事務局までお問い合わせください。 h045- 865- 3946

±
0日 0祝

日を除く平 日9: 00～ 16: 30

※ 各施設概要

舞岡地 区センター      休館 日: 毎 月第2月 曜 日

所在地 : 戸 塚 区舞岡町3020  Ъ 824- 1915

市営地下鉄
「

舞岡駅」下車 徒歩5分



舞岡地区センターは地域と一緒に子育て家庭を

応援 しています。気軽に参加 してみませんか。

親子応ヽれあいひろぱ「コアラ」

原員」毎月 4回 、お子さん と一緒 |こ 気軽 に参力Eで きる自

主事業 ( 講座) を 開催 します生

日時 内容はセンター便 り、

広報とつか、館庵ホスター

などでお矢□らせ します´

地i 或 のんの手作 リキ ッチ ン

は子 ともたちに大人気

2月 6日 、日限山中学 2年のお2人 が来館 し、受付業務などの

職場体験をしま した。「電話をかけるとき緊張 したけれど苦手

なことも頑張ればできる」とAt t c「 普段できないことを沢山

M君 が感想を寄せて くれま したc

職業インタ ピューで来館 して くれた

1年 生の 1君 、 Y君 もお疲れさまで した。

遊び場・ しゃ
べ り場・ ほ つとタイム

日 時
: 原

員メ≡週 本躍 日 10時
へ

12時

文」 象 : 子 育て 中 の親 了

場  所 11階 フ レイル ーム

会 費 申込 み
: 不

要

おもちゃで遊んたり、お しゃへりのできる、子と

もと保護者の居場所。身近な相談役である子育て

支援者さんが子育て相談にもの つて<れ ます。

フ レイ
ブレ

ー
ム : こ 囀た |ヽ お 1, た

, ´

t t ら
、
え ま レた 迪生が|̀ き てイ11

子育てサ ロン

日にう
i 原

員」毎月第4月 3在 日

B寺  問
: 10時 ～ ¬コ時 30分

文」 象
10歳 ～未就巨の子ともとその保護者

場 所
12階 和室   会費 申込み 不要

ホランテ ィアの方による殺子遊ひや絵本読み間かせ c

育児相談もできます
`

( 主

7■
‐

l 舞
岡 地 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 ,

大型絵本

舞岡地区センター

戸塚区舞岡町 3020

8824- 1915、  1949

体館 日 : 毎
月第 2月 曜 日

( 祝 日の場合は翌 日)

3月 の 体  磐 9密 ( 尾 )



舞 岡地 区 セ ンタ ー

蛉主 事 蕪 瘍 ご案 鉤

三パ パ と 一 緒 に 簡 単 ク ッ キ ン グ      :

: ～ 休日の朝は親子で一緒にプランチをつくろう ～
:

: 日 にち  3月 14日 ( 上 )           :

: 時  間  9時 30分～ 12時 30劣   `    :

: 定  員 6歳 以上の親 子 8組

:     ( ハ ハ以外の保護者との参加も可)      i  :

: 参加 費  1組 900円            :

: 持 ち物 エフロン、三角「
F」 、手拭きタオル   :

: ※  お申込み受 1寸 中                 :

<3日 の観子ふれあい0う膠
「

コ7う 」>

親子 で 一緒 に楽 しむ ヨガ ( o～ 3歳 児)

日にち 3月 24日 ( 火 )

時 間  10時 ～ 110寺 15劣

定 員 親 子 15組

参加費  100円 ( こ とも 1人 につき )

持ち物 80 cm以 上のタ オル、水 また はお茶

受付開始  3月 11日  14時 か ら

三
<4月 の

“

子ふれあい0うけ
『

コ7う 」>    
三

三
みんなで踊ろう ! 遊ぼう !       

三

:              ( 歩
け る子～ 未 就学児)  :

: 日
にち 4月 28日 ( 火 )           :

: 8寺
 間  100寺 ～ 110寺 30翁

: 定
 員 親子 20組

: 参
加費  100円 ( こ ども 1人 につき )

: 持
ち物 水 また はお茶

: 受
付開始  4月 14日  14時 か ら

DI Yこ とも工作教室

～ 木材を使 つて 自由につくろう ～

日本 DI Y協 会

2月 27日 発行

さわやか水曜けんこう体操 I 、 Ⅱ

日 3寺  4月 ～28年 3月  各毎月 1回 ( 除
: 8月

)

I : 第 2水 3翌 日 ( 4月 8日 ～ )

13時 ～ 14時 30分

Ⅱ : 第 4水 曜 日 ( 4月 22日 ～ )

10時 ～ 11時 30分

定  員  各 60人  ※ 両方 申込 み も可

参 加 費  各 2, 200円 ( 全 11回 分 )

持 ち 物  体 育 館 履 き、水 か お茶 、
3」

J き や す い服 装

受 付開始  3月 12日  14時 か ら

三
楽しい ! 簡単似顔絵教室

: 日
にち  4月 10日 、 17日 、 24日

: 時
 間  9時 30分～ 11時 30分

( 金 )  :

布とリボンでマカロンアクセサ リー

日にち  4月 14日 ( 火 )

時  間  98寺 30分 ～ 110寺 30翁

定  員  12人

参 加 費  1, OOO円

持 ち 物  ハ サ ミ

受付開始  3月 13日  14時 か ら

三舞岡村の生い立ちを学I s~i

三 
～わが衛舞岡の歴史を知る講演会～

三
日にち 4月 29日 ( 祝・水)

: B寺
 両  12時 30分 ～ 14時 30劣

: 定
 員  30人

三
参加費 100円

: 受
付開始 4月 11日  14時 か ら

☆詳細はお問含せ<ださい ( 富 824- 1915)

☆お申込みは電話・来館で先着順に受付けます

日にち

時  間

定  員

参力0費

持 ち物

受付開始

協力・指導
:

5月 6日 ( 祝・ 水 )

100寺～ 120寺

小 学 生・ 20人

100円

作 品 を持 帰 るた め の 袋

4月 16日  14時 か ら

―


